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い
研
究
を
為
忘
ん
と
す
る
も
の
に
と
つ
て

S
u
g

g
e
s
t
i
o
n
を
典
へ
る
事
と
息
ふ
。

hology?GJ
、
此
の
方
面
に
つ
い
て
更
ら
に
詳
し

察
さ
れ
た
瑯
賞
が
増
加
し
、
個
々
の
問
題
に
闊
す
る
部
分

的
の
設
朋
が
為
さ
れ
た
を
言
ふ
期
に
在
る
の
で
あ
る
0

J
 

般
的
に
言
へ
ば
、
精
紳
朕
態
の
叙
述
、
分
類
と
言
ふ
方
面

に
重
合
を
置
く
よ
b
は
、
精
紳
活
動
や
動
作
の
因
果
的
カ

學
的
説
明
に
よ
り
多
く
、
力
を
入
れ
る
様
に
な
っ
て
来
た

と
言
へ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
大
髄
に
於
て
、
菱
化
は
徐

々
と
し
て
起
り
、
革
命
的
痰
見
は
無
か
っ
た
。
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須
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吉

君

朦
澤
君
は
先
づ
、
現
代
腎
年
の
宗
数
的
欲
養
の
柚
め
て
乏
し
い
所
以
を
説

き
、
か
く
の
如
き
宵
年
に
向
つ
て
所
謂
「
褻
問
法
」
を
適
用
し
て
も
、
そ
の

得
た
る
結
果
は
、
債
値
少
し
と
な
し
、
稗
ゃ
佛
と
云
ふ
様
な
言
葉
を
用
ゐ
ず

に
他
の
方
法
に
依
つ
て
、
何
等
か
の
形
に
於
て
彼
等
が
有
す
べ
き
宗
欲
心
と

褻
見
す
る
逍
は
無
い
か
を
考
（
た
結
果
、
六
種
の
問
題
（
一
、
最
、
恐
る
し

い
も
の
は
何
で
す
か
、
二
、
最
、
心
配
な
の
は
何
で
す
か
、
三
、
給
、
苦
し

い
も
の
は
何
で
す
か
、
四
、
最
、
欲
し
い
も
の
は
何
で
す
か
、
・
五
、
最
、
大

切
な
も
の
は
何
で
す
か
、
六
、
ど
ん
な
人
に
な
り
た
い
で
す
か
）
を
案
出

し
、
男
、
八
十
七
名
、
女
百
二
十
四
名
、
に
就
て
其
の
答
案
を
求
め
た
。
と

述
べ
、
其
の
結
果
を
樅
理
し
て
表
示
し
、
夫
等
の
中
に
署
し
（
表
は
れ
て
ゐ

る
貼
を
指
摘
し
、
以
て
彼
等
背
年
の
有
す
る
宗
数
心
が
如
何
な
る
も
の
で
あ

る

か

を

筒

箪

に

説

明

さ

れ

た

。
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次
に
須
臨
君
は
頭
書
の
書
物
の
大
要
を
簡
明
に
紹
介
せ
ら
れ
た
。
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